
都留重人と戦争　年表

西暦 元号 年齢 経歴 本展示に関連するできごと 一橋大学学園史
1912 （明45・大元） 3月6日東京で生まれる 7月 明治天皇崩御、大正改元
1914 （大3） 2 第一次世界大戦(-1918年)。
1923 (大12） 11 猩紅熱で入院 9月 関東大震災。
1925 （大14） 13 4月 愛知県立熱田中学（旧制）入学 4月 治安維持法成立 9月 開校50周年記念式典開催される
1929 （昭4） 17 4月 第八高等学校（旧制・名古屋）入学 10月 世界恐慌
1930 （昭5） 18 12月 治安維持法違反容疑により検挙、のち八高を除名 9月 東京商科大学（現・一橋大学）国立へ移転
1931 （昭6） 19 2月 起訴猶予で釈放される。父の勧めにより米国留学を決意 1月 シュンペーター初来日、兼松講堂にて講演

9月 ウィスコンシン州のローレンスカレッジ入学 9月 満州事変 10月 籠城事件　(註1)
1932 （昭7） 20 ウィスコンシン大学のサマースクール参加。 3月 満州国建国。5月 五・一五事件 7月 一橋講堂開館記念講演にて美濃部達吉「立憲政治の将来」講演
1933 （昭8） 21 9月 ハーバード大学に転校。シュンペーター教授と出会う 3月 国際連盟脱退 1月 大塚金之助（東京商科大学教授）治安維持法違反容疑で検挙
1935 （昭10） 23 ハーバード大学卒業後、大学院進学。サムエルソン、ノーマン等と出会う 2月 天皇機関説事件 7月 白票事件　(註2)
1936 （昭11） 24 5月 修士号取得、博士課程へ進む 2月 二・二六事件
1937 （昭12） 25 7月 母死去に伴い一時帰国 7月 盧溝橋事件、日中戦争開戦
1938 （昭13） 26 7月 一時帰国。9月 和田正子と婚約後、渡米 4月 国家総動員法成立 9月 集団勤労作業、防空訓練を行う
1939 （昭14） 27 6月 結婚。8月 正子夫人と共に渡米 9月 ドイツ軍ポーランドへ侵攻、第二次世界大戦開戦 3月 文科省、大学に置ける軍事教練を必修とする。
1940 （昭15） 28 6月 ハーバード大学博士号取得 9月 日独伊三国同盟 4月 東亜経済研究所（現・経済研究所）図書館内に開所（1942年2月官制化）
1941 （昭16） 29 5月 小冊子"Japan's Economy under War Strain"をペンネームにて発表 12月 真珠湾攻撃、太平洋戦争開戦 2月 一橋会（学生自治組織）解散、一橋報国団結成
1942 （昭17） 30 6月 交換船で米国を出国、8月帰国 4月 日本本土へ初の米軍機空襲 12月 東亜経済研究所調査隊が南方（東南アジア）へ赴任（敗戦後に帰還）
1943 （昭18） 31 7月 東京商科大学東亜経済研究所の嘱託研究員となる 10月 文科学生・生徒の徴兵猶予停止 10月 兼松講堂にて第一回出陣学徒壮行会
1944 （昭19） 32 6月 『米国の政治と経済政策』出版 1月 東京・名古屋で疎開命令 2月 校舎の一部を軍に貸与。4月 神田一ツ橋に東亜経済研究所庁舎落成

6-9月 都城の部隊で二等兵として入隊。12月 外務省勤務 9月 東京産業大学に改称。12月 兼松講堂・校舎の一部を軍需会社に貸与
1945 （昭20） 33 3-5月 ソ連に外交伝書使として出張 3月 東京大空襲 3月 空襲により研究所損傷、その後一橋講堂とともに軍に貸与。

9-11月 GHQの一員として来日したノーマン、ガルブレイス等と再会 8月 敗戦（ポツダム宣言受諾） 8月 軍・軍需会社から校舎等返還
12月 東京裁判の予審尋問に通訳として同席 10月 治安維持法廃止 12月 大塚金之助、東京産業大学教授として復職

1946 （昭21） 34 4月 連合国最高司令部経済科学局調査統計課（ESS）に勤務 5月 東京裁判開廷。11月 日本国憲法公布 3月 東亜経済研究所は経済研究所に改称。5月 研究所庁舎進駐軍に接収
1947 （昭22） 35 7月 片山内閣の経済安定本部にて 第一回経済白書『経済実相報告書』発表 3月 東京商科大学の旧名に戻る。
1948 （昭23） 36 9月 経済研究所教授就任。「平和問題談話会」に参加 4月 ベルリン封鎖。5月 第一次中東戦争
1949 （昭24） 37 11月 研究所選出の経済研究所初代所長に就任（-1956年10月） 10月 中華人民共和国成立 5月 一橋大学に改組。経済研究所も一橋大学経済研究所となる
1950 （昭25） 38 1月 講和問題について平和問題談話会より声明発表 6月 朝鮮戦争（-1953年7月休戦） 1月 経済研究所機関誌『経済研究』創刊
1951 （昭26） 39 8月 「所得と富」学会第１回会議（フランス）出席の為、戦後初の海外出張 9月 サンフランシスコ講和条約・日米安保条約（旧）署名
1952 （昭27） 40 9月　国際経済学会（IEA)年次大会出席（Oxford大学） 9月 サンフランシスコ講和条約発効、主権回復 1月 国立町（1965年国立市）が文教地区指定を受ける
1956 （昭31） 44 10月 戦後初めて渡米､ハーバード大学客員教授を務める 12月 日ソ共同宣言（国交正常化）。12月 国際連合加盟
1959 （昭34） 47 9月 日本経済新聞がサムエルソン招聘、通訳と案内を担当
1960 （昭35） 48 6月 ハーバード大学卒業25周年記念行事等参加のため渡米(-1961年9月） 1月 日米安保条約（新）締結。ベトナム戦争（-1976年南北統一）
1965 （昭40） 53 2月 再び経済研究所長に就任（-1967年1月） 6月 日韓基本条約（国交正常化）
1972 （昭47） 60 4月 一橋大学学長就任（-1975年） 9月 日中共同声明（国交正常化）
1975 （昭50） 63 8月 朝日新聞論説顧問就任（-1985年）
1977 （昭52） 65 8月 第5回国際経済学会（IEA）を東京で開催、第10代IEA会長に選出される
1985 （昭60） 73 6月 ハーバード大学で名誉学位授与される
1990 （平2） 78 12月 日本学士院会員に選出される
2003 （平15） 91 一橋大学経済研究所資料室に書簡、原稿、会議資料など個人アーカイブ約15,000点を寄贈
2006 （平18） 93 2月5日死去

参考： 「一橋大学年譜」 一橋大学, 一橋大悪学園史刊行委員会, 1976-, Ⅰ : 明治8年8月-昭和21年3月 【Az:105】, Ⅱ : 昭和20年1月-昭和63年12月 【Az:105:2】 (註1) 籠城事件とは、文部省による商科大学予科・専門部・養成所廃止への抵抗運動である

「東京商科大学奨学財団小史」 東京商科大学奨学財団[編]. 1993 【Az:114】 (註2) 白票事件とは、杉村廣藏助教授の学位請求論文否決が発端となった学内紛争である

「戦争の時代と一橋」 (一橋大学百年通史稿本) 丸山泰男, 如水会, 1989 【Az:120】

「戦後と一橋」 (一橋大学学園史資料) 一橋大学学園史編纂事業委員会編集. 1983 【Az:123】

「第二次大戦と一橋」 (一橋大学学園史資料) 一橋大学学園史編纂事業委員会編集. 1983 【Az:130】

一橋大学経済研究所資料室　都留重人メモリアルコーナー
アンコール展示「都留重人の戦争」　2016.7



        the IER library, Hitotsubashi University     August 5th 2016

Year Date Age Tsuru's career Month Events related to this exhibition Month History of Hitotsubashi University
1912 March

6th
born in Tokyo July The Meiji Emperor passed away

1925
April 13

enrolled in the atsuta old-education-system middle school
in Nagoya

April Public Security Preservation Law was passed

1929
April 17

enrolled in the 8th old-education-system high school in
Nagoya

1930
Dec. 18 was arrested for violating the Public Preservation Law Sep.

Tokyo College of Commerce(present-day Hitotsubashi University) moved
to Kunitachi

1931 Feb. 19 decided to go to the U.S. to study
Sep. entranced into Lawrence college Sep. Manchurian Incident

1933 Sep. 21 transferred to Harvard University March Japan left the League of Nations
1935

23
graduated from Harvard University and cotinued to Harvard
graduate school

1937
25 July

Marco Polo Bridge Incident. Outbreak of war
between Japan and China

1939 June 27 married Masako Wada and brought her to the U.S. Sep. Germany invaded Poland. World War II begun March Colleges required military training by the Ministry of Education
1940

June 28 obtained a Ph.D Sep.
the Tripartie Pact between Japan, Germany, and
Italy was formed.

April
the Research Institute of East Asia Economies was founded in the
library of Tokyo University of Commerce

1941
May 29

put forward the booklet "Japan's Economy under War
Strain"by a pseudonym

Dec. Attack on Pearl Harbor, started the Pacific war

1942
June 30 was repatriated from the U.S. Dec.

the research team of the Research Institute of East Asia Economies went
to Southeast Asia (returned after the war)

1943
July 31

started working as a part-time researcher of the
institute of economic research, Tokyo University of
Commerce

Oct.
the first ceremony to departure of students for the front at Kanematsu
Auditorium

1944
June 32 published 『Beikoku no seiji to keizai seisaku』 Feb.

Hitotsubashi University rent a portion of school building to Japanese Army
/the building of the research Institute of East Asia Economies was
completed at Hitotsubashi, Kanda

June-
Sep.

enrolled in the army. Sep. Tokyo University of Commerce renamed to Tokyo University of Industry

Dec. was appointed as a diplomatic officer
1945 March

-May
33 went to the Soviet Union as a diplomatic courier March Great Tokyo Air Raids March

An air raid caused damag to the building of the Research Institute of East
Asia Economies

Aug. Japan accepted the Potsdam Declaration Aug. Japanese Army returned the building
1946

April 34
became an economic adviser to the Economic and
Scientific Section, GHQ

March
the Research Institute of East Asia Economies renamed to the Institute
Economic Research

1947 July 35 issued the first economic white paper March Tokyo University of Industry renamed to Tokyo University of Commerce
1948 Sep. 36 became a professor at the IER, Hitotsubashi University
1949 Nov. 37 became the director of the IER （～Oct.1956） May reorganized as Hitotsubashi University.
1952

40 Sep.
the conclusion of the San Francisco Pease Treaty
and restoration of sovereignty

1956
Oct. 44

the first visit to the U.S. after the war, and became a guest
professor of Harvard University

Dec.
Japan-Soviet Joint Declaration, membership in
the United Nations

1972
April 60 became the president of Hitotsubashi University(～1975) Sep. Japan-China Joint Communique

2003
91

donated his archives more than 15,000 (books,materials,
and so on) to the IER library, Hitotsubashi University

2006 Feb.
5th

93 passed away

Shigeto Tsuru and the war   Timeline
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